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１ どんなことをしている自分をつくるかを決め、    

イメージを膨らませて厚紙に描きます。 

  厚紙を丁寧に切ってタオルに形を写し取ります。 

 

ここを縫うと 

服になりそうだな 

〇教師の願い 

 ・森の中にいる自分のイメージを膨らませ、身近なタオルや布、ボタンなどを使って自分だけ

の人形を作ることを楽しんでほしい。 

 ・諦めずに取り組み続けることで、完成した達成感や喜びを感じてほしい。 

 ・自分の作品を抱きしめたり、友達と認め合ったりしながら、作品に愛着を持ってほしい。 

〇針と糸を使った縫物への取り組みについて 

 ・厚紙に描いた自分の絵を型紙にしてタオルに写すことで、イメージした人形をつく

る。 

 ・家庭で見たことのある針と糸を使うことによって、生活に身近な縫物に興味をもつ。 

 ・試行錯誤しながらこつこつと取り組むことで、自分のイメージしたものを形にする

ための工夫をし、喜びや達成感を十分に味わうことができる。 

４ 布やボタンなどで顔のパーツ作りや模様付けをします。素材に合った接着方法を選びます。 

縫いやすいように 

ここは切り取ろう！ 

髪形や服装を考えながら、イメージに近付くように試行錯誤して作ります。友達から刺激を

受けたり、人形に材料を乗せて合わせてみたりしながら一生懸命考えました。 
５ 世界に一つだけの『自分の人形』の 

できあがり！ 

最後まで縫えて 

うれしい！ 

あと少しで綿を 

入れられるぞ！ 

かわいい～♡ 

みんな自分にそっくりの

お人形ができたね！！ 

針に糸を通して…

だんだん 

できてきたぞ！ 

何をしている

ところに 

しようかな～

… 

２ 綿を入れるスペースを残し、線の上を縫います。 ３ 縫い終わったら、大きく周りを切って、ひっくり返し、膨らませ

るために綿を入れます。綿を入れたらかがり縫いをします。 

糸が抜けてしまわない 

ようにしっかり結ぶぞ！ 

線の上を少しずつ！ 

上下上下… 

よし！ちゃんと

かけてるぞ！ 

それかわいいね♪ 

いい考えだね！ 

ジャーーン！！ 

鼻はこの色がいいかな～ 

自分にそっくり

になってきた！ 


